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　　人口の動き

一6月1日現在一

男5，019（＋2）
女5，066（＋2）
言十　　10，085（＋4）

世帯数2，355（一2）

　　（）前月比較
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、臓蝋灘灘　酔、

　先月、上野小学校では、早くも水泳の特訓

を始めました。

　先生のきびしい言葉に、たじたじの様子で

したが・選手たちは歯をくいしばり、タイム

の短縮を目ざします．

　プールから上がると、まだまだ寒く、体を

寄せ合い、ガタガタふるえていました。

6月の休日救急医

15日中条病院（中条）

22日大島医院（川原町）
29日　山　　口　　医　　院（下　条）

7月上旬の予定

6日　千　　手　　診　　療　　所
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町
議
会
は
、
先
月
二
十
一
日
に
第
二
回
臨
時
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
も
の
は
、
条
例
の
改
正
、
五
十
四

年
度
予
算
の
最
終
補
正
、
本
年
度
予
算
の
補
正
、

千
手
浄
水
場
拡
張
工
事
の
請
負
契
約
な
ど
で
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
を
さ
れ
ま
し
た
。
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⇔
承
認
さ
れ
た
も
の

　
▽
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
主
な
も
の
は
、
均
等
割
非
課
税
の
範

囲
を
前
年
中
の
所
得
一
人
当
た
り
十
六

五
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
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千
二
百
九
十
八
万
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万
円
以
下
か
ら
十
七
万
六
千
円
以
下
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
礎
控
除

や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額
の

引
き
上
げ
に
よ
り
、
夫
婦
子
二
人
（
給

与
所
得
者
）
の
課
税
最
低
限
が
百
四
十

⇔
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
上
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
千
手
浄
水

場
拡
張
工
事
請
負
契
約

　
四
千
三
百
三
十
万
円
で
、
北
栄
建
設

株
式
会
社
の
施
行
と
な
り
ま
し
た
。
工

期
は
今
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

▽
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
町
史
編
さ
ん
室
を
加
え
ま
し
た
。

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
町
史
調
査
員
分
が
つ
け
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

▽
職
員
の
休
日
、
休
暇
に
関
す
る
条
例

九
万
円
か
ら
百
五
十
八
万
円
に
な
っ
た

の
に
伴
う
、
町
民
税
所
得
割
の
税
率
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。
個
人
の
均
等
割
も

町
が
千
円
県
が
五
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
昭
和
五
十
四
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
十
万
円
を
追
加
し
て
総
額
を
一
億
六

千
四
百
十
一
万
三
千
冊
と
し
ま
し
た
。

▽
昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算　
会
計
閉
鎖
の
た
め
の
整
理
、
清
算
を

行
っ
た
も
の
で
、
二
千
八
百
八
十
六
万

四
千
円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
二
十
七

億
一
千
二
百
九
十
八
万
一
千
円
で
し
め

く
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
（
第
一
号
）

　
主
な
も
の
と
し
て
、
町
史
編
さ
ん
に

六
十
万
円
の
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。

の
一
部
改
正

　
職
員
が
結
婚
す
る
場
合
、
五
日
以
内

で
必
要
と
す
る
期
間
に
改
正
し
ま
し
た
。

▽
税
条
例
の
一
部
改
正

　
た
ば
こ
消
費
税
関
係
の
改
正
で
す
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

　
二
千
六
百
三
十
一
万
七
千
円
を
追
加

し
て
、
総
額
は
二
十
四
億
一
千
四
百
二

十
万
七
千
円
で
す
。

　
主
な
も
の
は
、
○
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

築
費
に
千
二
百
万
円
○
基
盤
整
備
事
業

補
助
金
に
五
百
万
円
○
千
手
小
学
校
体

育
館
建
設
関
連
工
事
費
に
五
百
四
十
万

円
な
ど
で
す
。

　
町
史
編
さ
ん
事
業
は
、
先
月
初
の
編

さ
ん
委
員
会
を
開
き
、
基
本
的
な
方
針

を
協
議
し
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
今
後
六
年
間
に
町
史
を
刊

行
す
る
こ
と
の
確
認
や
、
年
次
別
の
作

業
計
画
な
ど
が
決
め
ら
れ
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
段
階
へ
と
入
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
し
て
、
当
面
、
五
十
五
年
度
は
、

参
考
資
料
の
収
集
、
発
堀
に
全
力
を
注

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
考
資
料
…
…
…
こ
の
場
合
は
、
古

文
書
に
重
点
が
置
か
れ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
嘱
託

員
会
議
の
席
上
、
ま
た
、
広
報
紙
を
通

じ
て
、
収
集
、
提
供
に
つ
い
て
の
お
願

い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ま
だ
一
か
月
そ
こ
そ
こ
で

す
が
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力
の
声

が
あ
り
、
実
際
に
提
供
も
し
て
い
た
だ

い
て
大
喜
び
の
状
況
で
す
。

　
例
え
ば
、
続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
貴
重

な
資
料
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
な
ぞ
と

さ
れ
て
い
た
部
分
を
解
明
し
て
く
れ
る

も
の
が
あ
り
、
ま
た
逆
に
、
詳
し
い
古

文
書
が
出
て
き
た
こ
と
で
か
え
っ
て
な

ぞ
の
部
分
が
深
ま
っ
た
り
で
、
毎
日
が

う
れ
し
い
悲
鳴
の
連
続
な
の
で
す
。

　
編
さ
ん
室
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
古
文
書
な
ど
に
つ
い
て
、
町
全
体
の

史
料
目
録
に
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
せ
っ
か
く
厚
意

あ
る
申
し
出
の
数
々
を
、
少
し
で
も
皆

さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

今
月
か
ら
提
供
資
料
の
紹
介
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
編
さ
ん
室
周
辺
の
話
題
を

折
り
込
み
な
が
ら
、
提
供
の
あ
り
次
第

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
宅
で
も
、
古
文
書
な
ど

発
見
さ
れ
た
ら
是
非
ご
一
報
を
〃
”

囹
提
供
者
（
敬
称
略
）

平
野
正
義
（
東
善
寺
）
、
宮
俊
雄
（
発

電
所
通
り
）
、
藤
本
秀
雄
（
伊
友
）
、

高
橋
久
蔵
（
三
領
）
、
野
上
菊
三
（
田

中
）
、
数
藤
彦
二
（
木
島
）
、
南
雲
久

守
（
中
央
町
）
、
高
橋
友
義
（
伊
友
）
、

登
坂
久
平
（
十
日
町
市
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
田
畑
質
売
証
文
（
一
八
一
七
年
外
）

・
五
人
組
御
箇
條
書
写
（
一
八
四
七
年
）

・
急
破
（
場
）
御
並
晃
胴
出
来
形
帳
（
一

八
二
七
年
）
・
大
工
殺
し
書
類
（
一
七

七
四
年
）
・
種
痘
済
証
（
一
八
八
六
年
）

・
永
平
寺
大
禅
師
（
琢
宗
禅
師
）
来
遊

の
記
録
、
・
戸
長
役
場
当
時
の
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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輪識繭繭繭命幽繭命繭繭繭
　衆・参両院選挙
　　　最高裁判所裁判官国民審査

に投票6月22日

寧脚脚鰯噸穿鰯脚脚寧摩噸

　
今
回
の
選
挙
は
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
、

そ
れ
に
参
議
院
の
地
方
選
出
議
員
と
全

国
選
出
議
員
の
選
挙
の
四
種
類
（
一
二
選

挙
『
審
査
）
が
同
時
に
行
わ
れ
る
、
と

い
う
異
例
の
選
挙
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
年
代
の
国
政
を
担
当
す
る
人
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
見
、
よ

く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ

う
Q　

貴
重
な
一
票
で
す
。
棄
権
の
な
い
よ

う
、
こ
ぞ
っ
て
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
は

投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　
一
部
前
回
の
投
票
所
と
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
入
場
券
を
よ
く
見

て
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
を

ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に

　
せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
用
紙
を
ま

ち
が
え
ま
す
と
無
効
投
票
に
な
り
ま
す
。

投
票
す
る
前
に
必
ず
投
票
用
紙
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

投
票
用
紙
の
色
は

選
挙
の
種
類

用
紙

の
色

印
刷
イ
ン

ク
の
色

衆
　
院
　
選

薄
水
色

青

国
民
審
査
薄
桃
色

緑

参
院
選
地
方
区

薄
黄
色

黒

〃
　
全
国
区

白

赤

不
在
者
投
票
は
早
め
に

投
票
日
に
、
所
用
で
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
当
日
、
川
西
町
以
外
へ
旅
行
ま
た
は

滞
在
さ
れ
る
人
、
出
産
予
定
の
人
な
ど

に
つ
い
て
は
、
投
票
日
の
前
日
（
二
十

一
日
）
ま
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
か
せ
ぎ
な
ど
で
、
投
票
日

に
帰
え
ら
な
い
人
は
、
出
か
せ
ぎ
先
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
、
役
場
の
選
挙
管
理
委

員

会
（
電
話
八
⊥
一
二
一
一
、
有
線
二

一
二
二
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

開
票
は
翌
日
に

　
開
票
は
、
二
士
一
百
の
午
前
八
時
三

十
分
よ
り
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。

嘘
会
演
説
会

○
綴
醗
選
、
糊

○
参
醗
選
・
魏
灘
鷺

繋
顯
欝
釜
勲
．

　
町
で
は
、
過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て

宅
地
分
譲
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
来
募
集
し
ま
し
た
国
鉄
千
手

発
電
所
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
近
く
の
分
譲
地

と
、
木
島
農
村
公
園
の
東
側
分
譲
地
に
、

次
の
余
裕
区
画
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者

に
は
、
早
着
順
に
て
分
譲
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
企
画
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

区
　
分

面
積

価
格

山
野
田

四
〇
八
㎡

四
…
芳
円

栄
　
　
町

四
六
四
㎡

四
二
二
万
円

中
屋
敷

三
三
六
㎡

三
五
七
万
円

尽

（
一
八
七
九
年
外
）
・
友
重
村
風
土
記

書
上
帳
控
（
一
八
〇
五
年
）
・
庚
申
供

養
寄
付
並
諸
入
用
覚
帳
（
一
八
六
〇
年
）
、

以
上
総
数
百
五
十
九
件

　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
末
日
ま
で
）

な
ぞ
と

　
　
ニ
ラ
メ
ッ
コ

　
川
西
町
に
は
、
昔
は
か
な
り
の
悪
玉

も
い
た
が
、
中
に
は
一
身
を
な
げ
う
っ

て
貧
し
い
百
姓
衆
を
救
い
、
悪
役
人
の

一
昧
と
戦
っ
て
村
の
平
和
を
維
持
し
て

く
れ
た
義
民
的
人
物
も
何
人
か
い
た
。

　
中
屋
敷
村
の
庄
屋
野
上
与
三
兵
衛
も

そ
の
一
人
で
あ
る
が
、
剛
直
で
侠
気
心

の
強
か
っ
た
こ
の
人
は
、
名
子
が
幕
吏

に
贈
賄
し
て
村
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る

こ
と
を
我
慢
で
き
ず
、
庄
屋
の
立
場
か

ら
幾
度
と
な
く
幕
吏
を
い
さ
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
た
び
に
入
牢
さ
せ
ら
れ

迫
害
を
受
け
た
が
屈
せ
ず
、
最
後
の
手

段
と
し
て
建
白
書
を
し
た
た
め
、
自
ら

は
腹
か
き
切
っ
て
幕
吏
の
反
省
を
求
め

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
一
死
も
っ
て

村
の
危
難
を
救
お
う
と
し
た
与
三
兵
衛

の
義
挙
に
は
悪
役
人
も
非
を
認
め
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
一
昧
は
こ
と
ご
と
く

失
脚
し
、
中
屋
敷
村
に
は
ふ
た
た
び
平

和
が
よ
み
が
え
っ
た
。

　
こ
の
で
き
ご
と
が
い
つ
の
時
代
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
れ
を
究
明
で
き
な
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
い
た
が
、
こ
の
な
ぞ

を
解
明
し
て
く
れ
る
資
料
を
大
字
中
屋

敷
の
野
上
菊
三
産
屋
与
三
兵
衛
の
生

家
）
さ
ん
が
持
参
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
特
筆
す
べ
き
事
件
は
、

実
に
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
年
）
十

月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
上
野
村
の
長
百
姓
六
郎
右
工
門
他
八

人
と
、
祖
師
村
の
長
百
姓
多
兵
衛
他
三

人
が
連
名
で
、
村
持
ち
の
谷
地
の
田
、

上
原
の
畑
、
八
幡
坂
と
中
子
の
林
、
苅

干
山
、
そ
れ
に
向
山
の
林
を
壱
年
季
の

抵
当
に
入
れ
て
、
佐
治
右
工
門
殿
か
ら

金
弐
百
両
の
大
金
を
借
り
受
け
た
の
は

安
永
三
年
（
一
七
七
四
年
）
十
二
月
二

十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
表
向
き
の
理
由
は
「
両
村
近
年
打
続

く
旱
ば
つ
と
悪
作
で
内
証
指
詰
り
、
御

上
納
金
指
文
候
に
付
惣
百
姓
相
談
の
上

売
渡
し
…
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

金
は
、
上
野
村
を
不
幸
の
ド
ン
底
に
落

と
し
た
大
工
殺
害
事
件
の
諸
費
用
に
使

わ
れ
た
と
口
伝
え
さ
れ
て
き
た
。

　
当
時
の
一
件
書
類
を
見
る
と
、
被
害

者
の
親
に
弔
慰
金
と
し
て
金
参
拾
両
が

支
払
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
取
り
調
べ

に
当
た
っ
た
出
雲
崎
・
柏
崎
両
御
役
所

の
役
人
方
賄
費
等
に
約
七
拾
両
（
銭
弐

百
七
拾
五
貫
七
百
五
文
）
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
残
り
百
両
の
使
途
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
知
る
手
だ
て
が
な
い
。

壱
両
の
金
で
も
首
の
飛
ん
だ
時
代
に
、

何
の
目
的
で
、
ど
こ
に
使
わ
れ
た
金
な

の
か
、
な
ぞ
を
解
く
資
料
が
欲
し
い
。
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農
地
の
再
評
価
を
計
画

の
公
平
が

　
町
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
評
価
替
え
年
に
向
け
て
、
田
．
畑
の
固
定
資
産

税
の
課
税
基
礎
と
な
る
評
価
額
に
つ
い
て
、
課
税
の
公
平
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
再
評
価
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る
耕
地
条
件
の
整
備
が
行
わ

れ
た
こ
と
や
、
農
業
を
と
り
ま
く
社
会
的
、
経
済
的
な
情
勢
の
変
化
か
ら
、
従

来
の
評
価
額
の
見
直
し
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
再
評
価
は
評
価
額
算
定
の

基
準
と
な
る
田
・
畑
一
筆
ご
と
の
等
級
を
新
た
に
設
定
す
る
も
の
で
す
。

川西町基準地価額及び
　　　　　　　県指示最高評価額

地目
基準地価額
s54．71
　　　現在

県　指　示 等級数
現　　在最高評価額

宅地 13，000円 4，600円 33等級

田 360，000 91，000 58

畑 155，000 39，000 48

山林 48，000 34，000 32

・宅地はm2当たり、田・畑・山林は10a
当たり。課税の基礎となる評価額は県

　指示によるo

〈
ほ
場
整
備
後
の
地
籍
図

　
　
ノ 一
犠
鯉

諺驚ゼ、7呂　》

畿渠

磐鰻

　
　
　
　
　
　
も
ψ

　
　
　
　
　
　
亀

遜
“

｝樋亀

ザ偽
も

も
づ “

輔

1
緬

も
一
』 孝▲ほ場整備前

再
評
価
実
施
の
あ
ら
ま
し

◆
実
施
年
度
と
課
税
適
用

　
再
評
価
は
昭
和
五
十
五
年
度
中
に
行

い
、
課
税
に
適
用
す
る
の
は
評
価
替
え

年
の
昭
和
五
十
七
年
度
分
か
ら
と
し
ま

す
。◆

評
価
補
助
員
の
選
任

　
部
落
ま
た
は
農
家
組
合
ご
と
に
、
農

地
に
対
す
る
精
通
者
の
中
か
ら
、
二
名

な
い
し
三
名
の
評
価
補
助
員
を
選
任
委

嘱
し
て
、
評
価
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

　
評
価
は
、
原
則
と
し
て
自
治
省
が
示

す
固
定
資
産
評
価
基
準
に
定
め
ら
れ
て

い
る
方
法
、
手
続
き
に
よ
っ
て
実
施
し

ま
す
が
、
評
価
上
の
地
目
は
、
土
地
登

記
簿
上
の
地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、
現

況
地
目
と
し
ま
す
。
ま
た
、
評
価
上
の

地
積
は
、
国
土
調
査
が
終
わ
り
、
そ
の

地
積
が
土
地
登
記
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
登
記
簿
上
の
地
積
に
よ
り

ま
す
。

◆
評
価
の
し
く
み
と
順
序

　
評
価
基
準
に
よ
り
、
ま
ず
部
落
ま
た

は
農
家
組
合
単
位
に
評
価
区
域
を
定
め
、

さ
ら
に
区
域
内
を
細
分
化
す
る
た
め
に

状
況
類
似
地
区
の
区
分
を
行
い
ま
す
。

こ
の
状
況
類
似
地
区
の
区
分
を
し
た
地

畑
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

一
一
筆
を
標
準
田
ま
た
は
標
準
畑
と
し
て

選
定
し
、
そ
の
標
準
田
・
畑
に
つ
い
て

評
価
を
行
い
、
評
価
点
数
を
つ
け
ま
す
。

こ
の
評
価
点
数
を
地
域
補
正
や
畦
畔
補

正
な
ど
を
し
て
、
総
評
価
点
数
を
決
定

し
ま
す
。
決
定
し
た
総
評
価
点
数
に
基

づ
き
、
段
階
区
分
を
行
い
等
級
を
設
定

し
、
さ
ら
に
等
級
別
評
価
額
を
算
定
し

て
、
そ
れ
に
面
積
を
乗
じ
て
評
価
額
を

算
出
す
る
、
と
い
う
順
序
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　尊　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　■P　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　層　　一　　・　一　〇　一
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ま
ち
が
い
や
す
い

印1

　　蓬

乙

ヤ

1印紙税侵
’7レ、て6へ

、ご書麺馳

　
　
　
童

妻
・
藩

領
鼠

　
私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
っ
た
り
も
ら
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
書
の
な

か
に
は
、
不
動
産
売
買
契
約
書
や
借
用

証
書
、
領
収
書
な
ど
の
よ
う
に
、
印
紙

税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
印
紙
税
は
、
文
書
を
作
っ
た
人
が
、

そ
の
文
書
に
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印

紙
を
は
り
付
け
、
文
書
と
印
紙
の
両
方

に
か
か
る
よ
う
に
消
印
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
か

ど
う
か
は
、
文
書
の
標
題
や
名
称
に
関

係
な
く
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
判
断
し

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
印
紙
税
の
な
か
で
も
特
に

間
違
い
や
す
い
場
合
に
つ
い
て
説
明
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

⇔
　
請
求
書
に
「
相
済
」
　
「
了
」
な
ど

　
と
書
い
た
も
の
は
、
金
額
の
受
取
書

　
と
し
て
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

⇔
後
で
正
式
な
領
収
書
を
発
行
す
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
る
仮
領
収
書
で
あ

　
っ
て
も
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
後
で

　
発
行
す
る
正
式
な
領
収
書
に
も
印
紙

　
税
は
か
か
り
ま
す
。

⇔
　
一
つ
の
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
書

　
を
何
通
も
作
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が

　
契
約
者
の
署
名
や
押
印
が
あ
る
も
の

　
は
「
写
」
　
「
副
本
」
な
ど
と
表
示
し

　
て
あ
っ
て
も
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⇔
　
覚
書
、
念
書
、
差
入
書
の
よ
う
な

　
文
書
で
も
、
契
約
内
容
を
証
明
す
る

　
も
の
は
、
契
約
書
と
し
て
の
収
入
印

　
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
ほ
か
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な

か
っ
た
と
き
や
、
た
と
え
収
入
印
紙
を

は
っ
て
も
、
正
規
の
額
よ
り
不
足
し
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
す
る
印
紙
税

額
の
三
倍
の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
正
し
く
は
っ
て
も
消
印
を
し
な

か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
印
紙
税
額
と
同

額
の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
実
際
に
文
書
を
作
る
と
き
に

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
近
く
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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等
級
を
つ
け
る
ま
で

　
状
況
類
似
地
区
内
の
各
筆
の
等
級
は
、

当
該
標
準
田
・
畑
の
等
級
に
比
準
し
て

設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
状
況
類
似
地
区
の
区
分
は
、
評
価
補

助
員
か
ら
、
地
勢
、
土
性
、
水
利
な
ど

の
状
況
が
、
お
お
む
ね
類
似
し
て
い
る

地
区
ご
と
に
区
分
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

こ
の
場
合
、
な
る
べ
く
旧
小
字
の
区
域

ご
と
に
区
分
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ほ
場
整
備
地
の
農
地
に
つ

い
て
は
、
状
況
に
応
じ
道
路
、
用
排
水

路
な
ど
を
境
に
区
分
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
標
準…
田
お
よ
び
標
準
畑
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
状
況
類
似
地
区
内
の
田
・
畑

が
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

評
価
補
助
員
は
状
況
類
似
地
区
の
中
で
、

生
産
条
件
の
う
ち
個
別
性
の
あ
る
日
照
、

か
ん
排
水
、
面
積
、
形
状
、
道
路
な
ど

の
条
件
か
ら
、
最
も
よ
い
田
・
畑
と
、

最
も
よ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
田
・
畑
、

各
二
筆
を
標
準
田
ま
た
は
標
準
畑
と
し

て
選
定
し
ま
す
。

○
標
準
田
・
畑
の
評
価
点
数
の
付
設

（
評
価
）
は
、
評
価
補
助
員
と
職
員
の
合

同
調
査
班
を
編
成
し
て
、
田
・
畑
の
評

点
調
査
表
に
よ
り
、
自
然
条
件
や
経
済

条
件
を
調
査
項
目
別
に
調
査
し
て
評
価

点
数
を
つ
け
ま
す
。

○
地
域
補
正
、
畦
畔
補
正
は
、
評
点
調

査
表
に
よ
る
評
価
点
数
の
付
設
だ
け
で

は
、
そ
の
標
準
田
・
畑
の
適
正
時
価
を

求
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
の
で
、
売
買

実
例
価
額
を
参
考
に
地
域
補
正
し
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
地
の
地
積
ま
た
は
国
土
調

査
地
積
を
課
税
台
帳
に
編
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
畦
畔
面
積
が
耕
作
面
積
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ほ
場

整
備
地
に
つ
い
て
は
畦
畔
幅
、
ほ
場
整

備
さ
れ
て
い
な
い
ほ
場
で
、
畦
畔
が
雑

種
地
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
ほ
場
は
、
畦

畔
面
積
率
で
補
正
し
、
総
評
価
点
数
と

し
ま
す
。

○
標
準
田
・
畑
の
等
級
の
設
定
は
、
総

評
価
点
数
を
決
定
し
た
あ
と
で
評
価
点

数
の
高
い
順
に
並
べ
、
段
階
区
分
を
し

て
等
級
を
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
従
来
適
用
し
て
い

る
等
級
数
が
多
い
の
で
、
あ
る
程
度
、

等
級
を
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
状
況
類
似
地
区
内
の
各
筆
の
等
級
設

定
は
、
評
価
補
助
員
が
状
況
類
似
地
区

ご
と
の
標
準
田
・
畑
に
つ
い
て
、
決
定

さ
れ
た
等
級
に
比
準
し
て
各
筆
の
等
級

を
設
定
し
ま
す
。

今
月
下
旬
か
ら
調
査

○
等
級
別
評
価
額
の
算
定
は
、
評
価
替

え
年
次
（
三
年
に
一
回
、
次
回
は
昭
和

五
十
七
年
）
に
県
が
指
示
す
る
田
・
畑

十
ア
ー
ル
当
た
り
最
高
評
価
額
が
、
町

の
最
高
評
価
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
額
な
ど
か
ら
適
切
な
最
低
評
価
額
を

定
め
、
こ
の
最
高
と
最
低
の
評
価
額
の

範
囲
内
で
田
は
二
十
八
等
級
、
畑
に
つ

い
て
は
十
四
等
級
の
等
級
別
評
価
額
を

算
定
し
ま
す
。

○
田
・
畑
各
筆
の
評
価
額
の
算
出
は
、

田
・
畑
の
等
級
が
設
定
さ
れ
、
等
級
別

評
価
額
が
算
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
田
・
畑
の
面
積
に
、
当
該
等
級

別
評
価
額
を
乗
じ
て
各
筆
の
評
価
額
を

算
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
固
定
資
産
農
地
の
再
評
価
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
再
評
価
に
よ

り
増
税
を
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
税
の
公
平
の
た
め
の

計
画
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
月
下
旬
ご
ろ
よ
り
標
準
田
・
畑
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

三…公共土木施設の

　　　　災害発生に備えて……
　十日町土木事務所では、公共災害発生に備えて連絡体

制を整えていますので、ご協力ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　一　　　　　　　　　7　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　一　　　　　　　　－　　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　　層　　　　　　一　　　　　　響　　　　　　一　　　　　一　　　　　響　　　　　冒　　　　曹　　　　o　　　　一　　　一　　　一　　　一　　臼　　曹　　一　一　一　一
雪－曹

不
動
産
取
得
税

軽
減
措
置
の
改
正

　
住
宅
や
、
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た

場
合
の
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
が
、

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

囹
新
築
住
宅
等
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
で
、
か
つ
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
の
価
格
（
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
く
価
格
で
、
取
得
価
格
で
は
な
い
）

が
、
八
万
七
千
円
以
下
で
あ
る
も
の
の

み
適
用
さ
れ
ま
す
。

　次の場合は、役場建設課に連絡してください。

○道路や河川に災害が発生したとき。

○地すべりやがけ崩れなどの災害が発生したとき。

○その他連絡を必要とするとき。

生）連絡系統図

木事務所
）7－5511（代表）

離
土
隔

災
　
0
2

　
　
町
（

収
　
話

希
体
日
電

視
監
＋

設施木土共公

通報

区分 通報蜀國

囹
中
古
住
宅
や
、
そ
の
土
地
の
取
得
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

も
の
は
、
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

囹
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、
取

得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
申
告
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
書

は
財
務
事
務
所
と
役
場
建
設
課
に
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
説
明
書
（
チ
ラ
シ
）
も
役
場

建
設
課
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
十
日
町
財
務
事
務
所
（
電
話

十
日
町
七
ー
五
五
二
番
内
線
二
〇
四
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

圃建設省
出先機関

通　　　　　　　　適
　　　嬢　　　　　　 留

報　　 灘遍留適潮

禁　國回
　　論擁霧輸

長所

告報

指示長次

報告

一　指示

土木
職員

土木パト

ロール

長
2
9

課
駿
％

翼繍
離

指
示工報告

所（担当課処理）務事木土
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町
で
は
、
公
共
施
設
の
整
備
、
い
わ
ゆ
る
建
設
事
業
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
有
効
に
生
か
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
補
助
基
本
額
と
か
補
助
率
の
高
低
に
よ
っ
て
、
応

分
の
町
負
担
額
（
一
般
財
源
）
の
伴
う
こ
と
は
さ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。　

ま
た
、
補
助
制
度
の
な
い
も
の
、
た
と
え
ば
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
町
道
の
改
良
舗
装
工
事
な
ど
に
は
、
補
助
対
象
に
な
ら

な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
町
の
単

独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
以
外
に
方
法
は
な
く
、
多
額
の
一
般

財
源
（
町
税
や
交
付
税
な
ど
）
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
町
の
起
債
（
い
わ
ゆ
る
借
金
）
は
、
こ
の
一
般
財
源
の
不
足

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
許
可
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
起
債
の
た

め
の
資
金
の
一
部
に
、
皆
さ
ん
が
月
々
に
納
入
さ
れ
る
国
民
年

金
や
簡
易
生
命
保
険
の
保
険
料
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ご

▲上野・西浦2号線

轍

存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
皆
さ
ん
の
納

め
る
年
金
や
簡

保
の
保
険
料
は
、

毎
年
度
の
収
支

残
金
を
将
来
の

「
き
ぶ
ん

▲千手保育園

一　1ね“ん

年
金
給
付
や
保
険
金
支
払
い
ま
で
の
間
積
み
立
て
て
お
り
、
い

ず
れ
も
確
実
、
有
利
、
公
共
の
利
益
（
被
保
険
者
の
福
祉
に
還

元
）
を
優
先
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
一
般
会
計
で
約
三
億
七

千
万
円
、
歳
入
の
ほ
ぼ
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
起
債
で
ま
か
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
三
分
の
一
は
、
皆
さ
ん
の
年
金
や
簡
保

の
積
立
金
か
ら
融
資
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
歯
科
診
療
所
の
医
療
機
械
、
橘
簡
易
水
道
の
整
備
資

金
と
し
て
も
約
七
千
万
円
が
同
様
に
還
元
融
資
さ
れ
ま
し
た
。

鞭
灘
顯
　
　
　
　
　
礫
罐

　
　
　
　
　
　
　
　
轟

｛

騒叢
羅

．聯
　
几
又

　
ニ
ニ
ロ

　
施

　
冬

　
越

縦
水

　
温

．
鯉

　
錦

　
●

　
倉

　
白

，
罫

　
ノ

ミ
▲

◎
年
金
積
立
金
還
元
融
資
対
象
事
業

・
橘
簡
易
水
道
　
・
千
手
保
育
園
　
・

歯
科
診
療
所
医
療
機
械
器
具
　
・
庚
塚

町
営
野
球
場
　
・
同
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◎
簡
易
保
険
積
立
金
還
元
融
資
対
象
事

業
・
川
西
町
格
納
庫
兼
農
林
産
加
工
生
産

施
設
（
赤
谷
）
　
・
川
西
町
錦
鯉
温
水

越
冬
施
設
（
小
白
倉
）
　
・
ロ
ー
タ
リ

i
除
雪
車
　
・
木
落
原
田
線
舗
装
　
・

高
原
田
伊
友
小
根
岸
線
改
良
　
・
木
島

沖
立
堤
防
線
舗
装
　
・
上
野
西
浦
二
号

線
改
良
舗
装

ふ
　イ

〈
　∫

し
」

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
免
除
の
手
続
き
は
お
早
め
に
〃
”

　
た
だ
い
ま
、
昭
和
五
十
五
年
度
分

の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
の
手
続

き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
免
除
と
は
、

①
所
得
が
な
い
と
き

②
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
な
ど
を

　
受
け
て
い
る
と
き

0
保
険
料
を
掛
け
る
こ
と
が
た
い
へ

　
ん
困
難
で
あ
る
と
き

　
な
ど
の
事
情
で
、
保
険
料
を
掛
け

る
こ
と
が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
る
人

に
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
　
「
七
月
三
十
一
日
」
ま
で
に
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

．
そ
の
申
請
の
内
容
が
免
除
基
準
に

当
て
は
ま
る
と
、
保
険
料
の
納
付
は

免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
は
、
年
金
の
資
格
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
る
た
め
、
加
入
者
に
と
っ

て
有
利
な
制
度
と
い
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
免
除
を
受
け
た
期
間

の
年
金
額
は
、
保
険
料
を
掛
け
た
場

合
の
年
金
額
の
三
分
の
一
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
　
“
老
後
の
支
え
と

　
な
る
年
金
が
低
額
に
な
る
免
除
は
考

　
え
も
9
と
勘
違
い
す
る
人
も
少
な

　
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
し
か
し
、
国
民
年
金
に
は
免
除
を

受
け
た
人
が
、
将
来
、
満
額
年
金
を

　
受
け
ら
れ
る
た
め
の
「
追
納
」
と
い

　
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
「
追
納
」
と
は
、
免
除
を
受

け
て
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ

の
当
時
の
保
険
料
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
独
得
の
制
度

で
す
。

　
免
除
を
受
け
た
人
は
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
「
追
納
」

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

も納追
　
　
　
）

・
り
　
　
●
》

　
　
　
銑
⊂

たき余裕がで
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労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

　
労
働
者
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主

は
、
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
保
険
（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
（
た

だ
し
、
農
林
、
水
産
業
の
一
部
は
、
任

意
加
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。
）

　
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

速
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
及
び
労
働
基
準
監
督
署
で
行
い
ま

す
が
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事
務
を

委
託
し
ま
す
と
、
加
入
の
手
続
き
か
ら
、

保
険
料
の
申
告
納
付
や
、
労
働
者
を
採

用
し
た
と
き
、
又
は
退
職
し
た
と
き
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
を
行
っ
て
く

れ
ま
す
の
で
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

　
労
働
保
険
事
務
組
合
は
、
事
業
主
の

方
々
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
商
工
会
議

所
、
商
工
会
、
事
業
協
同
組
合
や
、
そ

の
他
任
意
の
団
体
等
、
事
業
主
の
団
体

が
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　
事
務
委
託
し
た
場
合
に
は
、
①
事
業

主
及
び
家
族
従
事
者
な
ど
も
労
災
保
険

に
特
別
加
入
が
で
き
る
こ
と
。
②
保
険

料
の
額
に
関
係
な
く
、
年
三
回
に
分
割

し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

③
保
険
関
係
の
手
続
き
か
ら
解
放
さ
れ
、

余
力
を
事
業
活
動
な
ど
に
専
念
で
き
る

こ
と
。
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町
公
共

職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

・
1
9
0
－
0
8
ー
0
8
0
I
1
9
ー
臼
0
巳
l
I
O
l
1
8
8
9
1
0
1
9
一
8
8
－
9
1
0
ー
，
1
6
1
9
1
塵
墨
O
1
0
1
0
0
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

躍
9・ol

織象、、雛

アマチュア文豪

　　　と人はいう

　赤谷高橋与平さん

　
か
わ
に
し
俳
壇
に
毎
回
投
句
さ
れ
て

い
た
高
橋
さ
ん
か
ら
の
便
り
が
、
先
月

は
と
う
と
う
こ
な
か
っ
た
。
風
邪
で
も

ひ
い
た
の
で
は
、
と
思
い
先
日
お
う
か

が
い
し
て
み
た
。

　
「
い
ま
、
ち
ょ
つ
と
文
筆
活
動
を
し

て
い
る
の
で
、
忙
し
く
て
忙
し
く
て
」
。

と
て
も
風
邪
な
ん
か
ひ
い
て
い
る
暇
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
高
橋
さ
ん
が
文
芸
好
き
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
三
十
三
、
四
年
ご
ろ
町
の
民

生
委
員
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
そ
の
と

き
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所
の
評
議
員

も
兼
務
し
、
　
“
福
祉
だ
よ
り
”
の
編
集

部
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
編
集

に
意
欲
を
燃
や
し
た
の
が
き
っ
か
け
、

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
年
、
六
十
歳

の
と
き
中
風
に
な
っ
た
。
左
半
身
が
不

自
由
の
た
め
、
仕
事
も
う
ま
く
で
き
ず
、

た
ま
た
ま
手
が
け
て
い
た
郷
土
史
“
あ

か
た
に
”
の
編
集
を
思
い
立
ち
、
昭
和

四
十
四
年
に
出
版
し
た
。
そ
の
と
き
の

喜
び
は
、
千
金
を
得
た
心
地
以
上
だ
っ

た
と
か
。

　
そ
の
後
、
　
“
食
い
道
楽
放
談
”
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
の
題
材
で
十
日
町
新

聞
に
四
十
一
回
も
投
稿
し
、
そ
の
部
分

を
切
り
抜
き
、
大
切
に
保
存
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
昭
和
五
十
二
年
の
“
三

国
街
道
物
語
”
は
、
十
回
に
わ
た
り
掲

載
さ
れ
、
読
者
か
ら
も
一
・
同
い
評
価
を
受

け
た
。
こ
の
“
三
国
街
道
物
語
”
は
十

日
町
新
聞
社
よ
り
、
近
い
う
ち
に
出
版

さ
れ
る
手
は
ず
の
よ
う
で
あ
る
。

犬
害
防
止
に
協
力
を

安
心
し
て
配
達
で
き
る
よ
う

　
郵
便
外
務
職
員
が
郵
便
配
達
の
途
中
、

犬
に
か
ま
れ
た
り
、
制
服
を
破
ら
れ
た

り
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
宅
地
内
で
飼
い

犬
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
た
と
え
宅

地
内
で
あ
っ
て
も
、
通
路
や
玄
関
、
郵

便
受
箱
か
ら
離
し
て
つ
な
ぎ
、
郵
便
外

務
員
が
毎
日
安
心
し
て
郵
便
を
配
達
で

き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　農耕機械による道路汚染の防止を

　最近、耕うん機やトラクターなどに付着し
た泥や土で道路が汚れていることがあります
道路をいつもきれいに保つため、泥や土など
は洗い流してから、通行するようご協力くだ
さい。　（十日町土木事務所）

危険物取扱者試験の受験準備講習会

　県では7月下旬に危険物取扱者試験を予定
していますが、それに備えた講習会を次によ
り行います。

○期日　6月24日（火）から25日（水）

○会場　十日町市民会館
○対象者　乙種第4類の危険物取扱者試験の
　受験者
○申し込み　6月17τ：1（火）までに十日町地域

　消防本部へ
○受講料　危険物協会員2，000円
　非協会員4，000円

※受講料は申し込みのとき納入してください。
講習会に欠席されても受講料はお返ししませ
ん。

（参考図書は当日会場で販売）

　不明な点は、消防本部が川西分西分遣所へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　噌　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一　　　　　　　　嘩　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　　騨　　　　　　o　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　一　　　　　〇　　　　　一　　　　　晒　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　〇　　　層　　　一　　匂　　冒　　o　響　曽　響　一
富響一

　防火管理者資格付与講習会を開催

　十日町地域消防本部では、次の日程で防火
管理者資格付与講習会を開きます。

○申し込み期間　6月10日（火）から6月20
　日　（金）までの期間に、十日町地域消防本

　部予防課あて、お申し込みください。写真

　（上半身横3センチ・縦5センチ）1枚と
　テキスト代2，300円をご用意のうえで。
○講習日時…　7月3日（木）・4日　（金）の
　2日間、いずれも午前9時から午後4時まで。
○講習会場　十日町地域消防本部講堂

※防火管理者の資格取得では、2日間の講習
を受けないと資格を付与されないことがあり
ますのでご注意ください。
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出息
善次

の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
長
女
正
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

雑
叢
鰹
難
塾
藁
拓
嚢
奏
類

橋
正
保
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
一
二
万
円

※
母
イ
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋

隆
一
さ
ん
（
大
白
倉
）
か
ら
五
千
円

※
母
リ
ッ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
上
原

忠
二
さ
ん
（
中
島
町
）
か
ら
二
万
円

※
平
野
綱
一
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
手

当
の
一
部
と
し
て
五
万
円

　
　
　
　
愈
　
愈
　
愈

　
こ
の
ほ
ど
、
共
立
観
光
株
式
会
社

（
原
田
健
一
社
長
）
か
ら
、
会
社
の
創

立
二
十
五
周
年
記
念
と
し
て
、
四
万
円

蓋．

．
鋳
雛
∵
言
・

を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
関
係
の
図
書
の
購
入
に
充

て
て
ほ
し
い
、
と
の
こ
と
で
す
の
で
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

・
6
月
11
日
・
・

・
6
月
1
8
日
－

・
6
月
2
5
日
・
・

●
7
月
2
日
：

●
7
月
9
日
：

…
…
橘
出
張
所

・
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

…
…
上
野
連
絡
所

…
…
橘
出
張
所

露　▼、，

熾

こ
こ
ろ
の
中
の

ふ
る
さ
と
は
変
わ
り
な
く

　
毎
月
、
広
報
か
わ
に
し
を
読
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
移
り
変
わ
る
故
郷

を
彼
方
よ
り
拝
見
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
ま
で
の

十
九
年
間
、
千
手
に
生
ま
れ
干
手
で
過

ご
し
ま
し
た
。
今
は
す
で
に
な
い
千
手

中
学
校
で
の
で
き
ご
と
や
、
長
者
ケ
原

公
園
の
夜
桜
が
懐
か
し
く
、
時
お
り
思

い
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
に
く
ら
べ
ま
す
と
、
教
育
や
体

育
な
ど
の
各
公
共
施
設
、
あ
る
い
は
、

高
倉
の
国
際
村
、
大
規
模
ダ
ム
の
築
堤
、

国
道
二
五
二
号
線
を
は
じ
め
町
内
の
道

路
整
備
、
工
場
誘
致
、
ま
た
、
ほ
場
整

備
さ
れ
た
田
面
で
の
機
械
化
農
業
を
見

名
古
屋
市
牛
田

る
に
つ
け
、
隔
世
の
感
が
し
ま
す
。

　
町
は
着
実
に
発
展
し
て
い
ま
す
が
、

私
の
心
に
と
ど
ま
る
故
郷
は
少
し
も
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
四
季
が
織
り
成
す
自
然
の
風
情
が

あ
り
、
大
地
の
恵
み
が
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
素
朴
で
暖
か
い
人
々
の
情
け
や

連
帯
感
、
各
種
の
祭
り
な
ど
都
会
で
は

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
雪
の
下

か
ら
芽
吹
く
フ
キ
の
ト
ウ
を
は
じ
め
、

春
、
秋
の
山
菜
、
信
濃
川
の
流
れ
、
三

国
山
脈
の
峰
々
、
二
六
公
園
の
ブ
ナ
林
、

青
い
空
、
澄
ん
だ
党
ぎ
双
、
お
よ
そ
公
害

と
は
縁
の
な
い
天
然
美
の
一
つ
一
つ
が

町
を
離
れ
、
は
じ
め
て
悟
る
故
郷
の
魅

刀
口

日

、
瀞
．
む
’
”
．、

灘

・
出
身
学
校
町

・
離
町
昭
和
3
9
年

三
さ
ん
（
三
＋
五
歳
）

力
な
の
で
す
。

　
人
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
お
お
わ
れ
た

と
こ
ろ
に
住
み
、
汚
れ
た
空
気
を
吸
い

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
都
会
の
人
に
く

ら
べ
た
ら
、
川
西
町
の
方
々
は
あ
る
一

面
に
お
い
て
は
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
い

ま
す
。
国
際
村
の
方
が
一
様
に
川
西
町

を
慕
う
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。

　
雪
の
下
か
ら
で
も
生
き
生
き
と
し
て

芽
を
出
す
雑
草
に
生
命
力
を
学
び
、
川

西
町
が
故
郷
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

っ
て
、
私
は
人
生
を
過
ご
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
の
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
祈
念

し
ま
す
。

1鱗蚕二鎌寧轟鰍蔓峯蕊鷺聡轡

撫
騨

髭

子宮ガン検診
　
次
の
日
程
で
子
宮
ガ
ン
検
診
を
行
い
ま
す
。

◎
六
月
二
十
六
日
（
木
）

・
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で
　
橘
出
張
所

・
午
後
一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

◎
六
月
二
十
七
日
（
金
）

・
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で
　
総
合
セ
ン
タ
ー

・
午
後
一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で
　
上
野
連
絡
所

　
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
も
、
当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

　
な
お
、
費
用
は
千
五
百
円
か
か
り
ま
す
が
、
町

か
ら
五
百
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

30
日
に
書
き
替
え

　
　
　
老
人
医
療
費
の
受
給
者
証

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
は
、

毎
年
書
き
替
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
お
ま
ち
が
い
の
な
い

よ
う
に
。

　
な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る

も
の
は
、
七
月
一
日
か
ら
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
書
き
替
え
の
日
　
六
月
三
十

　
日
（
月
）

◎
書
き
替
え
の
場
所
　
別
表
の

　
と
お
り
。

◎
持
ち
物
老
人
医
療
費
受
給

　
者
証
及
び
本
人
の
載
っ
て
い

る
健
康
保
険
証

◎
㊧
・
県
老
・
県
障
の
表
示
の

　
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

老人医療費受給者証の書き替え場所と時間

時　　　間 場　　所 対　象　地　　区

午前9時～
　　　12時 総合セソター

下記以外の千手地区

午後1時～
　　　　3

伊友、高原田、山の根地区

午前9時～
　　　　12時

上野連絡所 上野地区

午後1時～
　　　　3時

橘　出張所 橘　地区

午前9時～
　　9時30分

大白倉公民館 白倉地区

午前10時～
　　　　12時

克雪セソター 上・下記以外の仙田地区

午後1時～
　　　　3時

室島公民館 室島、小脇、高倉、藤沢
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、
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．
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喝
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一
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．
f
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一
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曹
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一
三
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．
一
一
三
幽
．
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一
一
三
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．
騨
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一
三
三
｛
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．
．
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；
直

歯
科
診
療
所
に
て

こ
ど
も
に
は
自
然
の
昧
を

　
む
し
歯
が
痛
み
だ
す
と
頭
の
し
ん
か

ら
で
す
の
で
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
七
転

八
倒
の
苦
し
み
で
す
。
む
し
歯
に
な
っ

た
こ
と
の
な
い
人
は
、
歯
の
一
本
く
ら

い
で
大
げ
さ
だ
、
と
い
い
ま
す
が
、
に

ら
み
つ
け
て
や
り
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　
今
回
は
、
歯
科
診
療
所
に
行
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
は
町
立
で
す
の
で
、
町

の
人
が
中
心
で
す
。
月
・
水
・
金
曜
日

は
新
潟
大
学
か
ら
専
門
の
先
生
が
一
人

（
四
、
五
人
の
先
生
が
交
替
で
）
き
ま

す
の
で
、
益
田
先
生
と
二
人
で
治
療
に

〈
新
潟
大
学
の
先
生
で
す

騨
謙叢

謹
あ
た
り
ま
す
。

　
「
歯
が
痛
み
だ
し
た
ら
す
ぐ
に
治
療

し
て
も
ら
え
ま
す
か
」

　
「
ひ
ど
い
場
合
は
二
、
三
日
待
っ
て

も
ら
え
れ
ば
治
療
し
ま
す
」

　
「
そ
の
間
、
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る
良

い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　
「
特
別
な
方
法
は
な
い
で
す
ね
」

　
歯
科
診
療
所
で
は
、
申
し
込
み
者
が

三
十
人
く
ら
い
ま
と
ま
る
と
検
査
を
行

い
、
悪
い
人
を
優
先
し
て
治
療
を
や
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
ば
ち
く
し
て
、
五
歳
く
ら
い
の
女

の
子
の
順
番
が
き
ま
し
た
。
も
う
何
回

も
通
っ
て
い
る
ら
し
く
、
一
人
で
治
療

室
に
入
り
ま
す
。

　
「
は
い
、
口
を
大
き
く
あ
け
て
ね
」

「
も
う
ち
ょ
っ
と
…
ア
ア
ー
ン
と
　
」

　
「
こ
れ
は
ど
う
で
す
か
、
痛
い
で
す

か
」
。
口
を
あ
け
た
ま
ま
で
は
な
か
な

か
返
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
う
な
ず
く
こ

と
も
大
変
で
す
。

　
ガ
ー
ガ
i
、
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ー
、

　
「
い
い
子
だ
い
い
子
だ
、
も
う
少
し

で
す
よ
」

　
ガ
ー
ガ
ー
、
ガ
ガ
ガ
ー

「
ウ
ワ
ァ
ー
」
。
と
う
と
う
こ
ら
え
き

れ
な
く
な
り
泣
き
だ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
痛
い
と
い
う
よ
り
も
歯
を
削
る
機

械
の
音
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
あ
や
し
た
り
治
療
し
た
り
で

先
生
も
大
い
そ
が
し
で
す
。

　
こ
ど
も
を
虫
歯
か
ら
守
る
に
は
親
の

し
つ
け
が
大
事
で
す
。
待
合
室
の
壁
に

は
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
と
、
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
甘
い
も
の
好
き
は
い

な
い
、
こ
ど
も
に
は
自
然
な
昧
、
ほ
ん

も
の
の
味
を
教
え
、
い
ろ
い
ろ
の
も
の

を
食
べ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
甘
い
も
の
好

き
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
か
ら
や
め
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
甘
い
も

の
好
き
に
育
て
な
い
こ
と
で
す
。
丈
夫

な
永
久
歯
は
八
歳
ご
ろ
ま
で
の
食
生
活

に
よ
る
。
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
川
西
町
の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
の
む

し
歯
の
あ
る
こ
ど
も
の
割
合
い
は
八
十

四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
一
人
当
た
り
平
均

六
本
で
す
。
　
（
昭
和
五
十
四
年
度
）

歯
科
診
療
所
に
は
、
益
田
先
生
の
ほ

か
、
四
人
の
女
性
が
勤
め
て
い
ま
す
。

“
い
ず
れ
、
あ
や
め
か
、
か
き
つ
ば
た
”
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児
童
手
当
の

振
り
込
み
と
現
況
届
を

　
今
月
十
日
は
、
二
月
分
か
ら
五
月
分

ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り
込
み
で
す
。

個
人
あ
て
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
指
定
し
た
金
融
機
関
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
月
は
児
童
手
当
受
給
者
の

現
況
届
の
月
で
す
。
六
月
一
日
現
在
、
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1髪であ〃滴

社
会
保
険
に
加
入
の
方
は
健
康
保
険
証

か
厚
生
年
金
証
書
と
印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
は
印
鑑
の
み
、
を
持
参

し
て
今
月
三
十
日
ま
で
に
役
場
年
金
係

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
所

得
関
係
の
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
届
け
が
な
い
と
六
月
分
以
降
の

手
当
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。
対
象
児
童
の
う

ち
、
転
出
さ
れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て

は
、
転
出
先
か
ら
住
民
票
を
取
り
寄
せ

て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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6月19日（木）

　正午から

　　　午後4時まで
　藤沢・平見．

　
こ
の
手
続
き
は
、

　
で
、
自
分
は
相
続
す
る
必
要
が
な
い
と

　
考
え
る
よ
う
な
場
合
に
も
利
用
で
き
ま

　
す
。
例
え
ば
、
農
業
や
個
人
営
業
の
細

　
分
化
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
目
的
に
利

圃
用
で
き
る
わ
け
で
す
．

幽
こ
の
よ
う
な
髪
只
相
続
は
し
て
お

囲
い
て
、
遺
産
雰
け
る
と
き
に
、
自
分

幽
が
も
ら
う
は
ず
の
分
を
他
の
相
続
人
に

齢
与
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
人
も
い
ま
す

槻
が
、
相
続
放
棄
を
し
な
い
と
、
死
ん
だ

園
人
の
債
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
免
れ
ま

齢
せ
ん
か
ら
注
意
を
要
し
ま
す
。

園
　
こ
れ
ま
で
の
説
明
は
、
主
と
し
て

　
以
上
が
「
相
続

放
棄
」
の
お
お
よ

そ
の
手
続
き
で
す
。

相
続
人
が
他
の
理
由

以
内
で
は
申
述
が
で
き
な
い
た
め
、
そ

の
期
間
を
延
ば
し
て
ほ
し
い
と
き
の
手

続
き
な
ど
、
法
律
上
い
ろ
い
ろ
の
手
続

き
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
裁
判

所
で
は
、
こ
う
し
た
手
続
き
の
全
て
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
相
続
・
遺
産
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
も
め
ご
と
が
起
こ
り
や
す
い
も
の

で
す
が
、
困
っ
た
問
題
が
あ
る
と
き
に

は
、
な
る
べ
く
早
め
に
家
庭
裁
判
所

（
新
潟
家
庭
裁
判
所
十
日
町
出
張
所
）
の

手
続
き
を
利
用
さ
れ
る
の
が
よ
い
で
す
・
圃

「
財
産
が
な
善
金
だ
け
」
と
い
う
馨
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

を
例
と
し
ま
し
た
が
、
「
借
金
も
あ
謡

が
遺
産
も
か
な
り
あ
る
．
「
と
い
っ
た
圃

と
き
に
利
用
す
る
「
限
定
承
認
」
と
よ

う
手
続
き
や
遺
産
が
複
雑
で
二
か
』
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手足にしびれは……

脳卒中そのニ
　　シリーズ……・・⑥

解ゲく
点．，”

　”ノ
1　ん，営、筋、溜

　
　
衣
ー

9岬圏う”一

つ　
　
　
　
●
o

♪
鍔

　
々

一

◎
脳
血
栓
と
は

　
前
回
は
脳
出
血
と
く
も
膜
下
出
血

に
つ
い
て
で
し
た
が
、
今
回
は
、
脳

　
　
　
　
血
栓
と
脳
塞
栓
を
取
り
上

鰯鑛蜘礪
げ
て
み
ま
す
。

　
脳
の
血
管
が
、
動
脈
硬

化
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
で
狭
く
な
り
、
つ
ま
っ

た
状
態
を
脳
血
栓
と
い
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
こ

か
ら
先
の
脳
に
栄
養
が
い

か
な
く
な
り
、
脳
細
胞
が

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
前
ぶ
れ
と
し
て
は
、
倦

怠
感
や
舌
の
も
つ
れ
、
手

足
の
し
び
れ
が
現
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど

は
睡
眠
中
と
か
、
朝
起
き

て
し
ば
ら
く
た
っ
た
と
き

に
起
こ
り
、
い
つ
発
作
が

始
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
血
栓
が

徐
々
に
起
こ
る
た
め
で
あ
り
、
高
血

圧
は
必
ず
し
も
伴
い
ま
せ
ん
。

　
脳
血
栓
は
機
能
回
復
も
悪
く
、
話

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
、

痴
呆
に
も
な
り
や
す
い
病
気
で
す
。

◎
脳
塞
栓

　
心
臓
弁
膜
症
、
心
内
膜
炎
な
ど
に

よ
っ
て
で
き
た
血
液
の
か
た
ま
り
や
、

組
織
片
が
血
液
に
よ
っ
て
脳
に
運
ば

れ
、
脳
の
血
管
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
血
管
に
支

配
さ
れ
て
い
る
脳
は
栄
養
障
害
の
た

め
、
脳
軟
化
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
症
状
は
、
突
然
け
い

れ
ん
が
起
き
た
り
、
半
身
不
随
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。

　
血
圧
に
は
無
関
係
の
こ
と
が
多
く
、

脳
細
胞
の
再
生
が
悪
い
た
め
、
回
復

は
脳
出
血
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
良
く

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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誇

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
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編

（
◎
◎
縣

（
◎
◎
懲

（
◎
◎
縣

（
◎
◎
雛

（
◎
◎
雛讐麟

橋
本
　
　
眞

鳥
越
敦
子

高
橋
佐
久
平

茂
野
ヒ
サ
子

山吉江生高
田岡口越橋

健陽勝秋
一子　子晃

永
久
公
舎

大
分
県
か
ら

田
　
戸

室
島
か
ら

神
社
町

秋
子
十
日
町
市
か
ら

山
本
ト
シ
イ

清
水
四
郎

八
尋
利
智
子

小
白
倉

茨
城
県
か
ら

仁
田

中
里
村
か
ら

下
平
新
田

福
岡
県
か
ら

小
わ
ビ

　
　
　
俳
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
笑
子

◎
塗
り
た
て
の
畦
を
獣
の
往
き
し
跡

◎
蕗
の
葉
に
畦
塗
る
泥
の
と
び
散
り
し

筍
の
薮
入
る
べ
か
ら
ず
と
札
立
ち
し

残
さ
れ
し
痩
せ
筍
の
伸
び
居
た
り

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
山
賀
芹
子

せ
わ
し
な
き
こ
と
の
中
に
も
更
衣

若
楓
ひ
と
雨
ご
と
の
緑
か
な

見
は
る
か
す
町
ひ
と
す
じ
や
桐
の
花

（
◎
◎
雛

（
◎
◎
雛

（
◎
◎
綿

清
水
之
雄

清
水
幸
子

山
岸
　
和
男

池
田
喜
美
子

星
名
三
夫

古
郡
千
代
子

横伊千寺寺寺
浜　葉
市友県尾尾尾
々　々　か
り　ら　　ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高清清
橋水水
　吉
喜之フ
榮助サ

高寺寺

倉尾尾

七六四
三五九

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

村
山
ゆ
か
り

中
島
瞳

小
林
理
恵

星
名
泉

飴、

《

壁勇欝

長
女
高
原
田

二
女
中
島
町

長
女
中
仙
田

二
女
木
島
町

fこ

茄
子
ト
マ
ト
植
え
て
菜
園
ら
し
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

陽
炎
の
中
な
る
釣
人
静
か
な
り

老
ひ
と
り
畦
焼
く
棚
田
昏
れ
に
け
り

花
活
け
て
去
り
行
く
人
や
若
葉
風

涼
し
さ
や
バ
ス
待
つ
僧
の
衣
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

行
く
春
や
道
に
巻
き
立
つ
つ
む
じ
風

茄
子
胡
瓜
花
つ
け
そ
め
し
良
き
湿
り

夕
顔
に
接
ぎ
し
西
瓜
を
植
え
て
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

捨
て
し
菜
の
ゆ
が
み
し
ま
ま
に
花
咲
け
る

若
草
や
軽
く
踏
出
す
ハ
イ
ヒ
ー
ル

葉
桜
に
母
娘
の
昼
餉
し
づ
か
な
り
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下
腰
ぜ
職
妻
罫

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

目
の
覚
め
る
ご
と
芝
桜
石
に
這
い

芝
桜
哀
し
き
ま
で
に
あ
ざ
や
け
く

【
指
導
】
笑
子
さ
ん
の
◎
印
の
二
句
共

素
直
に
見
た
ま
ま
を
述
べ
て
成
功
し
て

い
る
。
塗
り
た
て
の
畦
に
何
か
獣
の
足

跡
が
残
っ
て
い
る
。
山
田
な
の
で
あ
ろ

う
か
、
獣
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
足

跡
と
い
う
の
も
面
白
い
。
実
際
に
写
生

し
て
そ
の
ま
ま
の
こ
と
を
述
べ
た
だ
け

で
余
韻
の
残
る
よ
い
句
に
な
る
こ
と
と
・

そ
れ
が
単
に
事
象
の
報
告
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
要
は
よ
く
読
み

味
っ
て
み
て
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。




